
学籍番号：  ⽒名： 

中間試験解答⽤紙（動物栄養学・平成 30 年度前期） 
*解答欄が不⾜する場合は余⽩に記⼊してもいいですが、簡潔な⽂章を⼼がけてください。 

*試験の解説は次回授業 6/6 に⾏います。答案は返却しませんが、得点のみ通知します。 

問題１．  

[A] 

 

 

[B] 

 

 

問題 2．  

[A]⼆糖類の名称： 

しくみの名前とその理由： 

 

 

[B] 

 

 

裏⾯へ 

 

 

 

【得点通知⽤】*学籍番号と⽒名のみ記⼊してください。 
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中間試験問題（動物栄養学・平成 30 年度前期・平成 30 年 5 ⽉ 30 ⽇） 
*この⾯の裏に問題⽂が書いてあります。指⽰があるまで裏返さないこと。 

 

 

 

 

 

  

受験時の注意 
*解答はすべて解答⽤紙に記⼊すること。 下書き⽤紙は配布しませんので、問題⽤紙の裏⾯（この⾯）や、

解答⽤紙の解答欄以外の部分を使ってください（解答欄以外の部分の記述は採点に影響しません）。 
*試験中、机の上に置いてよいものは筆記⽤具と⾝の回りのもの（⽬薬やティッシュペーパーなど）に限ります。飲

料については不正防⽌のため、製品表⽰のない持参のマグなどは机上に置いて構いません（ラベルをはがせば
ペットボトル等も可とします） 

*試験時間は授業終了までです。試験開始から 1 時間を⽬安に退出を許可しますので、それまでは試験に集中
して取り組んでください。 

*解答はおもに記述式ですが、わからなければ何でもよいので問題に関連する、あなたが知っていることを書いてく
ださい（内容により配点します）。各設問での解答欄すべての⾏を使う必要はありません（8 割程度を⽬安と
してください）。要点を押さえた簡潔な解答を⼼がけてください。 

*問題 4 については、ホワイトボードに問題⽂を掲⽰しますので、解答してください。 



 

問題４． 

低炭⽔化物ダイエット（肥満や尿病の治療を⽬的として炭⽔化物の摂取⽐率や摂取量を制限する⾷事
療法である。（低糖質⾷、糖質制限⾷[1][2]、ローカーボ・ダイエットとも呼ばれる。）がどのよう
にして体重減少をもたらすのか、そのしくみを説明してください。それを踏まえて、どのような条件
の場合にこの⽅法の効果があるのか、考えて述べなさい。 


